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地
域
経
済
対
策

地
域
経
済
が
低
迷
す
る
中
、
国
の
地
域
活
性

化
・
生
活
対
策
臨
時
交
付
金
や
地
域
活
性

化
・
経
済
危
機
対
策
臨
時
交
付
金
を
充
当
し
て
、

１
１
１
件
、
13
億
２
千
万
円
余
り
の
事
業
を
実

施
し
、
地
元
受
注
の
機
会
拡
大
を
図
っ
て
き
ま

し
た
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
経
済
刺
激
策
を
講
じ
た

と
は
い
え
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
館
管
内
の
有
効

求
人
倍
率
や
日
銀
秋
田
支
店
の
県
内
景
気
判
断

が
示
す
と
お
り
、
雇
用
や
所
得
環
境
は
依
然
厳

し
い
状
況
で
す
。

そ
の
た
め
、
国
の
補
正
予
算
で
創
設
さ
れ
た

「
地
域
活
性
化
・
公
共
投
資
臨
時
交
付
金
」
と

「
地
域
活
性
化
・
き
め
細
か
な
臨
時
交
付
金
」を

効
果
的
に
活
用
し
、
切
れ
目
な
く
地
域
経
済
の

活
性
化
と
雇
用
の
確
保
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

雇
用
情
勢

こ
の
春
の
高
校
卒
業
予
定
者
の
就
職
は
、
１

月
末
現
在
で
２
０
３
人
の
就
職
希
望
者
の
う
ち

１
９
５
人
が
内
定
し
、
率
に
し
て
96
・
１
％
と

昨
年
並
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
12
月
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
館
管
内
の

有
効
求
人
倍
率
は
、
０
・
39
と
依
然
低
迷
し
、

継
続
的
な
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
の
雇
用
創
出
事
業
で
は「
緊
急
雇

用
創
出
臨
時
対
策
基
金
事
業
」で
の
雇
用
者
数

が
30
事
業
で
69
人
、「
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
臨
時

対
策
基
金
事
業
」で
は
８
事
業
で
23
人
を
雇
用

し
て
い
ま
す
。

来
年
度
は
、
両
事
業
合
わ
せ
て
１
億
８
千
万

円
余
り
を
予
算
計
上
し
、
32
事
業
で
延
べ
１
２

３
人
の
雇
用
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

地
域
活
性
化
対
策
の
取
り
組
み

中
山
間
地
域
の
活
性
化
策
と
廃
校
舎
の
利
活

用
策
と
し
て
、
旧
山
田
小
学
校
校
舎
に
生
ハ
ム

工
場
を
誘
致
し
、
季
節
雇
用
で
す
が
地
元
の
か

た
を
中
心
に
10
人
が
雇
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
化
な
ど
で
活
力
の
低
下
が
心
配

さ
れ
る
16
の
重
点
地
区
を
選
定
し
、
地
域
づ
く

り
座
談
会
で
地
域
の
課
題
や
資
源
、
魅
力
な
ど

の
話
し
合
い
を
進
め
る
と
と
も
に
、
集
落
に
出

向
き
、
共
同
作
業
や
行
事
、
後
継
者
な
ど
に
つ

い
て
聞
き
取
り
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
重
点
地
区
内
の
山
田
地
区

で
は
、
農
家
の
方
々
が
自
ら
作
っ
た
農
産
物
を

販
売
す
る「
山
田
菜さ
い

発
見
市い
ち

」な
ど
の
新
た
な
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
て
、
越
山
地
区
で
も
、

地
域
の
伝
統
芸
能
の
獅
子
踊
り
を
継
承
す
る
活

動
を
行
う
な
ど
、
地
域
活
性
化
の
取
り
組
み
に

大
い
に
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

住
民
主
体
の
地
域
づ
く
り
活
動
を
支
援
す
る

た
め
、
新
年
度
の
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
、

独
自
の「(

仮
称)

地
域
づ
く
り
協
働
事
業
補
助

金
」を
創
設
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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平
成
21
年
産
米
は
、
提
示
さ
れ
た
２
万
３
２

４
５
ｔ
の
生
産
目
標
数
量
を
達
成
す
る
こ
と
が

出
来
、
農
家
の
皆
さ
ん
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

政
権
交
代
に
よ
り
米
政
策
が
大
き
く
転
換
す

る
中
、
22
年
産
米
の
需
要
量
は
、
農
林
水
産
省

の
指
導
で「
公
平
性
確
保
措
置
」が
廃
止
さ
れ
る

た
め
、
21
年
産
米
に
比
べ
５
７
２
ｔ
少
な
い
２

万
２
６
７
３
ｔ
が
提
示
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
大
館
市
水
田
農
業
振
興
協
議

会
で
は
、
生
産
数
量
目
標
配
分
率
を
昨
年
度
よ

り
０．

８
ポ
イ
ン
ト
少
な
い
59
・
８
％
に
決
定

し
、
Ｊ
Ａ
な
ど
に
通
知
し
ま
し
た
。

新
た
な
農
政
へ
の
取
り
組
み

来
年
度
の
水
田
農
業
の
推
進
方
針
は
、
国
の

「
米
戸
別
所
得
補
償
モ
デ
ル
事
業
」の
定
額
部
分

10
ａ
当
た
り
１
万
５
千
円
の
助
成
や「
水
田
利

活
用
自
給
力
向
上
事
業
」
で
の
助
成
の
ほ
か
、

県
独
自
の「
地
域
特
認
作
物
へ
の
転
作
助
成
」な

ど
を
有
効
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。
合
わ
せ
て

市
独
自
の「
飼
料
用
米
等
作
付
支
援
事
業
」を
来

年
度
も
継
続
し
て
、
認
定
農
業
者
と
集
落
営
農

組
織
に
10
ａ
当
た
り
２
万
円
を
助
成
し
、
水
田

の
有
効
利
用
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
水
田
経
営
所
得
安
定
対
策
に
対
応
す

る
集
落
営
農
組
織
は
、
こ
れ
ま
で
17
組
織
が
設

立
さ
れ
、
５
年
後
の
法
人
化
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
、
１
月
30
日
に
は「
農
事
組
合

法
人
大
茂
内
」
が
法
人
化
の
第
１
号
と
な
り
、

今
後
も
、
第
２
、
第
３
の
法
人
化
に
向
け
て
、

関
係
機
関
と
連
携
し
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

秋
田
三
鶏
記
念
館

秋
田
三
鶏
記
念
館

は
、
１
月
末
に
本
体

工
事
が
完
了
し
、
４

月
１
日
の
オ
ー
プ
ン

に
向
け
た
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。

記
念
館
の
運
営
に

は
、
委
員
６
人
で
構

成
す
る「
秋
田
三
鶏

記
念
館
運
営
審
議

会
」
を
組
織
し
、
３

月
の
第
１
回
目
の
審

議
会
で
22
年
度
の
運

営
計
画
な
ど
を
審
議

し
ま
す
。

ま
た
、
ふ
化
・
育
雛
い
く
す
う

事
業
を
行
う
三
鶏
保
存

会
で
は
、
昨
年
末
か
ら
会
員
宅
を
訪
問
し
、
優

良
鶏
を
承
継
す
る
た
め
の
親
鶏
の
組
み
合
わ
せ

を
指
導
す
る
な
ど「
ふ
化
機
へ
の
入
卵
」を
３
月

下
旬
に
行
う
た
め
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
三
鶏
保
存
会
と
連
携
し
、
飼
育
者

の
拡
大
方
法
な
ど
に
つ
い
て
運
営
審
議
会
か
ら

意
見
を
頂
い
て
、
秋
田
三
鶏
の
純
粋
種
の
保
護
、

育
成
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

市議会３月定例会が２月
23日に招集され、小畑市
長が行政報告を行いました。
その中から、主なものの
要旨をお知らせします。
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４月１日にオープンした秋田三鶏記念館４月１日にオープンした秋田三鶏記念館 

出動回数が多かった除雪作業 

電子黒板を使った授業(桂城小)

４月１日にオープンした秋田三鶏記念館 


